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世界の真の対抗軸は
どこにあるのかを見極める
 核兵器禁止条約を採択・発効させた世界の流れ

 大国の拒否権を許さない一国一票の民主主義

 「力の支配」に対する「法の支配」

 核抑止力論への非人道性の立場からの批判

 国際紛争の話し合いによる平和的解決

 これらを先取りする日本国憲法の理念

 これらに対する真っ向から挑戦としてのロシアのウクライナ侵略

 安保理での拒否権行使

 あからさまな核脅迫

 マリウポリやプチャでの明白な戦争犯罪

 ウクライナへの問答無用の侵略

 ロシアの蛮行に便乗する火事場泥棒的な「9条改憲」、「核共有」
の主張は、プーチンと同じ側に立つことの明白な表明



核兵器禁止条約を生み出した
世界政治の４つの不可逆的流れ

 ①民主主義

 大国でも、小国でも、一国一票の民主主義

 市民社会という「もう一つの大国」の参画

 ②「法の支配」―法的拘束力のある措置

 大国による「力の支配」から「法の支配」へ

 核兵器の法的禁止の先行

 ③抑止力批判―テロと拡散、非人道性

 ④国際紛争の平和的解決



2017年7月7日
核兵器禁止条約ついに採択

 「核兵器の全面廃絶につなが
る、核兵器を禁止する法的拘
束力のある協定について交渉
する国連会議」

 2017年3月27～3月31
日（第1会期）

 2017年6月15日～7月7
日(第2会期)

 7月7日核兵器禁止条約が採
択される。

 賛成122 反対1 棄権1



核兵器禁止条約ついに発効
68か国が批准ー2021年１月22日発効

核兵器禁止条約に調印した国一覧（2023年1月9日現在、92カ国。★批准国）
アルジェリア、アンゴラ、★アンティグア・バーブーダ、★オーストリア、★バングラデシュ、バ
ルバドス、★ベリーズ、★ベナン、★ボリビア、★ボツワナ、ブラジル、ブルネイ、ブルキナフ
ァソ、★カーボベルデ、★カンボジア、中央アフリカ共和国、★チリ、コロンビア、★コモロ、
★コンゴ、★クック諸島、★コスタリカ、★コートジボワール、★キューバ、ジブチ、★コンゴ
民主共和国、★ドミニカ、★ドミニカ共和国、★エクアドル、★エルサルバドル、赤道ギニア
、★フィジー、★ガンビア、ガーナ、★グレナダ、グアテマラ、★ギニアビサウ、★ガイアナ、
ハイチ、★バチカン市国、★ホンジュラス、インドネシア、★アイルランド、★ジャマイカ、★
カザフスタン、★キリバス、★ラオス、★レソト、リビア、リヒテンシュタイン、マダガスカル、
★マラウイ、★マレーシア、★モルディブ、★マルタ、★メキシコ、★モンゴル、ミャンマー、
★ナミビア、★ナウル、ネパール、★ニュージーランド、★ニカラグア、★ナイジェリア、★ニ
ウエ、二ジュール、★パラオ、★パレスチナ、★パナマ、★パラグアイ、★ペルー、★フィリ
ピン、★セントクリストファー・ネイビス、★セントルシア、★セントビンセント及びグレナディ
ーン諸島、★サモア、★サンマリノ、サントメ・プリンシペ、★セーシェル、シオラレオネ、★
南アフリカ、スーダン、タンザニア、★タイ、★東ティモール、トーゴ、★トリニダード・トバゴ、
★ツバル、★ウルグアイ、★ヴァヌアツ、★ベネズエラ、★ベトナム、ザンビア、ジンバブエ



核兵器禁止条約批准国に対して
批准撤回を要求する書簡

 「核兵器禁止条約を批准する貴国の主権は承認するが、
戦略的誤りを貴国が犯したと確信しており、批准書は撤
回すべきだ」

 核保有国が核兵器禁止条約の発効を畏れていたことを
示す有力な証拠

 禁止条約の有効性に疑問を呈する日本政府の立場への
最大の反証

 核兵器禁止条約の批准国が50か国
に達しようとする中

 アメリカ政府が、すでに批准した国に
批准書の撤回を迫る書簡を送る



核兵器を法的に禁止する条約の制定
に向けた準備会合（2017.2.16）

 議長提案
 交渉過程を原則として公開、市民社会＝NGOの参加

 全会一致を目指しつつ、2/3の多数決による決定も視野に

 3月27日～条約前文、29日～禁止対象についての具体的論議

 3月の会議で骨格かため、5月に条約案文提案、7月にさ
らに議論。年内制定の可能性も

 中・印が出席、米・英・仏・露、
日本・NATO諸国は欠席

 核兵器を法的に禁止する条約
の制定に向けた準備会合開催

 コスタリカのホワイト軍縮大使
を国際会議の議長に選出



議長国はコスタリカ
 コスタリカのホワイ

ト軍縮大使が議長
に就任。

 コスタリカといえば

 1949年に常備軍
の廃止を規定する
憲法を制定。

 名実ともに常備軍
を持たない国。



核兵器禁止条約交渉のための
国連会議が開幕

 日本被団協・藤森俊希事
務局次長が開会総会で演
説。

 日本原水協の土田弥生
氏、日本共産党の志位和
夫氏もスピーチ。

 採択後、最後のスピーチ
は、カナダ在住の被爆者
である節子サーローさん。



原爆は、人間として死ぬことも、人間
らしく生きることも許しません。
 「原爆被害者の基本要求」（

1984年）より

 原爆は、人間として死ぬこと
も、人間らしく生きることも許
しません。核兵器はもともと、
「絶滅」だけを目的とした狂気
の兵器です。 人間として認
めることのできない絶対悪の
兵器なのです。

人間の尊厳・個人の尊厳



潘(パン)国連事務総長
「核抑止力」論は幻想と明言

 核軍縮・廃絶は夢だと片付け
られることが多いが、核兵器が
安全を保障するとか、一国の
地位や威信を高めるとかいっ
た主張こそが幻想だ。・・・明確
にしよう、安全を保障し、核兵
器の使用から逃れる唯一の方
法は、それを廃絶することだ。

（2010.7「平和市長会議」へのメッセージ）



ローマ教皇フランシスコ
長崎・広島へ（2019.11）

 カトリック教会としては、人々と国家間の平和の
実現に向けて不退転の決意を固めています。
それは、神に対し、そしてこの地上のあらゆる
人に対する責務なのです。

 核兵器禁止条約を含め、核軍縮と核不拡散に
関する主要な国際的法原則にのっとり、飽くこ
となく、迅速に行動し、訴えていくことでしょう。

 核兵器のない世界が可能であり必要不可欠で
あるという確信をもって、政治をつかさどる指導
者の皆さんに求めます。核兵器は、今日の国
際的また国家の、安全保障への脅威から私た
ちを守ってくれるものではない、そう心に刻んで
ください。

 人道的および環境の観点から、核兵器の使用
がもたらす壊滅的な破壊を考えなくてはなりま
せん。核の理論によって促される、恐れ、不信
、敵意の増幅を止めなければなりません。



いまこそ輝きを増している
日本国憲法①
 日本国憲法前文

 われらは、平和を維持し、専制
と隷従、圧迫と偏狭を地上から
永遠に除去しようと努めてゐる
国際社会において、名誉ある地
位を占めたいと思ふ。

 われらは、全世界の国民が、ひ
としく恐怖と欠乏から免かれ、
平和のうちに生存する権利を有
することを確認する



いまこそ輝きを増している
日本国憲法②
 第九条 日本国民は、正義と秩序を

基調とする国際平和を誠実に希求
し、国権の発動たる戦争と、武力に
よる威嚇又は武力の行使は、国際
紛争を解決する手段としては、永
久にこれを放棄する。 ② 前項の
目的を達するため、陸海空軍その
他の戦力は、これを保持しない。 
国の交戦権は、これを認めない。



いまこそ輝きを増している
日本国憲法③

第二十五条 すべて国
民は、健康で文化的な
最低限度の生活を営む
権利を有する。 ② 国
は、すべての生活部面
について、社会福祉、
社会保障及び公衆衛生
の向上及び増進に努め
なければならない。



いまこそ輝きを増している
日本国憲法④

第十三条 すべて国民は、
個人として尊重される。生
命、自由及び幸福追求に
対する国民の権利につい
ては、公共の福祉に反しな
い限り、立法その他の国政
の上で、最大の尊重を必
要とする。



核兵器禁止条約第１回締約国会議
（2022年6月21～23日）

 49の締約国と34のオブザ
ーバー国、合わせて83か
国が参加

 米国の同盟国5か国（ベル
ギー、オランダ、ドイツ、ノル
ウェー、オーストラリア）も参
加

 「ウィーン宣言」を満場一致で採択

 核兵器は、平和と安全を守るどころか、強制や威嚇、緊張の高まりにつながる政策の道具として使わ
れている。これは、核兵器が実際に使用されるという脅威、すなわち無数の生命、社会、国家を破壊し
、地球規模の破滅的な結果をもたらす危険性に基づいている核抑止論の誤りを、これまで以上に浮き
彫りにしている。私たちは、核兵器が完全に廃絶されるまで、すべての核保有国がいかなる状況下で
も核兵器を使用したり、使用の威嚇をしたりしないよう要求する

 私たちは、この条約の目的を実現する上で私たちの前に立ちはだかる課題や障害に幻想を抱いてい
ない。しかし、私たちは楽観主義と決意をもって前進する。……私たちは、最後の国が条約に参加し、
最後の核弾頭が解体・破壊され、地球上から核兵器が完全に廃絶されるまで、休むことはないだろう。



2022年2月24日、ロシア軍が
ウクライナへ全面侵攻



プーチン、露骨な核脅迫



ロシアの拒否権で安保理は機能せず
すかさず国連緊急特別総会が…

 2月25日、国連安保理で議長国でもあるロシ
アが拒否権を発動

 2月27日、安保理が賛成11か国の多数で国
連緊急特別総会の招集を決議(40年ぶり)

 3月3日、「ウクライナに対する侵略」と題された
ロシア非難決議が賛成141か国、反対５か国
で採択

 3月24日、「ウクライナに対する侵略がもたらし
た人道的結果」と題された決議が賛成140か
国、反対5か国で採択

 4月7日、ロシアの人権理事会における理事国
資格を停止する決議が賛成93か国、反対24
か国で採択



G７広島サミット（2023年5月）
「核抑止力」論を公然と主張

 岸田首相が議長を務め
たG７広島サミット

 「核抑止力」を公然と主張
する「核軍縮に関するG７
首脳広島ビジョン」を発表

 我々の 安全保障政策は、核兵器は、それが存在
する限りにおいて、防衛目的のために役割を果た
し、 侵略を抑止し、並びに戦争及び威圧を防止
すべきとの理解に基づいている。



NATO首脳会議（2023年7月）
核兵器に固執する態度を表明

 「平和を維持し、脅迫
を防ぎ、侵略を抑止す
るためには、核兵器が
唯一無二の存在だ」と
「核抑止力」に固執。

 核兵器禁止条約は「Ｎ
ＡＴＯの核抑止政策と
対立し、矛盾し、相い
れない」と非難。



「抑止力」とは何か？①

 「もし攻撃を仕掛けてきたら、
圧倒的な軍事力で報復して、
徹底的なダメージを与えるぞ
！」と脅迫し、敵の攻撃を「抑
止」しようとすること

 「報復」「脅迫」「恐怖」で相手を
支配しようとする考え方を「抑
止力」論という

そのための圧倒的な軍
事力こそが「抑止力」

抑止力



「抑止力」とは何か？②

「やれるもんな
らやってみい！
ただじゃすまへ
んで！」と凄む
ヤクザの論理

これこそが「抑
止力」論



「抑止力」とは何か？③

 「抑止力」は、相手の本
拠地に壊滅的な打撃を
与えられるような「攻撃
力」

何よりも、核兵器こそが「
抑止力」の名に相応しい

「抑止力」は、何よりも
まず「核抑止力」のこ
と 



「抑止力」は
軍拡競争を激化させる

 「抑止力」には、「抑止力」を

 たとえば、北朝鮮の「核」は、ア
メリカの「抑止力」に対する「抑
止力」

 「１０のＸ倍」の論理

 圧倒的な軍事的優位こそが「抑
止」を保証するという幻想

 際限のない軍拡競争へ

 米ソ冷戦の帰結は…
 「相互確証破壊」（MAD）



「抑止力」は
一触即発の緊張をもたらす

 「抑止力」対「抑止力」の睨
み合い

 「恐怖の均衡」の出現

 「木の葉一枚」の動きで、崩
れかねない一触即発の緊
張関係へ

 「恐怖の均衡」による「平和」
は、平和の名に価するのか
？



「抑止力」には
先制攻撃への誘惑がつきまとう

 「抑止力」論は、あくまで「報復力」
―先制攻撃のための武力ではな
い？

 しかし、「抑止力」という圧倒的な
「攻撃力」を先制攻撃に使おうとす
る誘惑は常に存在

 「やられる前にやってやる！」
 ブッシュ・ドクトリンの「テロと拡散」

に対する予防的先制攻撃政策は、
「抑止力」論からの逸脱であると同
時に、その当然の帰結でもある



敵基地攻撃・軍事費倍増
 敵基地だけではなく敵中枢を殲

滅する打撃力としての敵基地
攻撃能力の具体化

 「専守防衛」の放棄⇒「憲法9条
の死」

 軍事費のGDP２%（5年間で43
兆円）への増額⇒世界第３位の
軍事大国へ

 所得税・消費税の大幅増税以
外財源確保は不可能



「敵の中枢を攻撃することも含む
打撃力」としての敵基地攻撃能力

 2021年11月、安倍元首相は敵
基地攻撃能力を、「相手を殲滅す
る打撃力」と説明

 2022年4月3日、安倍氏は「敵基
地だけでなく、相手の中枢を攻撃
することも含む打撃力」と講演

 2022年4月11日、自民党安全保
障部会は、「基地だけでなく指揮統
制機能も対象に含む攻撃能力」の
保持を政府に提言する方向でのと
りまとめ



日米同盟の下、米「統合防空ミサイル
防衛（IAMD）」と融合

 アメリカの本土防衛のために日本がトマホーク
で敵基地に先制ミサイル攻撃へ



「憲法第９条の死」
 元内閣法制局長官・坂田真裕

弁護士

 「憲法の番人」として、「憲法第
9条の死」を憂う

 「専守防衛」は廃棄され、第9
条第２項の「戦力放棄」は死文
化する

 「防衛力」はタテ、「敵基地攻撃
能力」はホコ



「核の傘」の下にある
核兵器依存国でも変化の兆し①

 NATO加盟国であ
るノルウェーで政
権交代

 中道左派の労働党
中心の連立政権

 2022年３月の核
兵器禁止条約締約
国会合へのオブザ
ーバー参加を表明



「核の傘」の下にある
核兵器依存国でも変化の兆し②

 ドイツで政権交代

 社会民主党・緑の党・自由民
主党の連立協定

 「私たちの目標は核兵器なき
世界、核兵器なきドイツを実
現すること」

 核兵器禁止条約締約国会合
にオブザーバ参加

 核軍縮に主導的役割果たす



チリでも左派ガブリエル・ボリッ
チ政権が誕生
 チリを新自由主

義の「墓場」にす
ると強調したガブ
リエル・ボリッチ
氏（35）が勝利



コロンビアへ、そしてブラジルへ
政権交代の波は続く

 コロンビアで初の左派
政権誕生

 グスタボ・ペドロ大統領

 ブラジルでは、右派ボルソナロ政
権に替り、左派のルラ大統領が
中道左派との連合で政権奪還



核兵器禁止条約第１回締約国会議
（2022年6月21～23日）

 49の締約国と34のオブザ
ーバー国、合わせて83か
国が参加

 米国の同盟国5か国（ベル
ギー、オランダ、ドイツ、ノル
ウェー、オーストラリア）も参
加

 「ウィーン宣言」を満場一致で採択

 核兵器は、平和と安全を守るどころか、強制や威嚇、緊張の高まりにつながる政策の道具として使わ
れている。これは、核兵器が実際に使用されるという脅威、すなわち無数の生命、社会、国家を破壊し
、地球規模の破滅的な結果をもたらす危険性に基づいている核抑止論の誤りを、これまで以上に浮き
彫りにしている。私たちは、核兵器が完全に廃絶されるまで、すべての核保有国がいかなる状況下で
も核兵器を使用したり、使用の威嚇をしたりしないよう要求する

 私たちは、この条約の目的を実現する上で私たちの前に立ちはだかる課題や障害に幻想を抱いてい
ない。しかし、私たちは楽観主義と決意をもって前進する。……私たちは、最後の国が条約に参加し、
最後の核弾頭が解体・破壊され、地球上から核兵器が完全に廃絶されるまで、休むことはないだろう。



核兵器禁止条約第２回締約国会議
２０２３年11月27日～ニューヨーク



日本政府に核兵器禁止条約の
署名・批准を求める署名
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